
富
山
・
辻
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
辻
字
西
吉
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
四
月
ｉ
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
立
山
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
池
野
Ｉ
男

・
森
　
秀
典

・
北
川
美
佐
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
を
古
墳
時
代
前
期
、
奈
良
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

辻
遺
跡
は
、
立
山
町
北
部
の
常
願
寺
川
扇
状
地
扇
端
部
の
湧
水
地
帯
に
位
置

し
、
周
囲
は
栃
津
川
の
小
支
谷
に
よ
り
開
析
さ
れ
た
標
高
二

一
を
二
四
ｍ
の
微

高
地
と
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
は

一
九
五
六
年
に
水
田
整
地
時
に

発
見
さ
れ
、　
一
九
七
八
年
の
県

営
ほ
場
整
備
事
業
の
予
備
調
査

で
も
弥
生
を
平
安
時
代
の
遺
物

が
多
く
出
上
し
た
。
同
地
に
対

し
、
民
間
企
業
の
工
場
移
転
が

申
請
さ
れ
た
た
め
、　
一
九
八
六

年
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
、
弥
生
時
代
末
ぞ
古
墳
時
代
前
期

の
上
器
包
含
層
、
中
世
の
溝
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
中
世
の
溝
跡
は
、
Ｌ
宇
形
を

塁
し
、
全
長
四
二
ｍ
、
幅
二
・
三
ｉ
三
・
三
ｍ
、
深
さ
○

。
三
ｉ
Ｏ
・
七
ｍ
を

測
る
。
木
筒
は
こ
の
溝
底
か
ら
多
数
の
木
製
品
と
共
に
出
上
し
た
。
木
製
品
に

は
、
漆
器
・
箸

。
曲
物
な
ど
の
生
活
用
具
の
他
に
、
人
形

・
刀
形
・
陽
物
な
ど

の
木
製
模
造
品
、
墨
書
の
あ
る
駒
形
、
底
部
外
側
か
ら
二
孔
を
穿
っ
た
漆
器
椀

が
出
上
し
た
。
時
期
は
、
伴
出
の
上
師
質
小
皿
か
ら
一
三
世
紀
前
半
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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(魚 津)



1986年出上の木簡
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牌要

聟

∞

昌

ω
ぞ
③
は
、
頭
部
を
圭
頭
に
削
り
出
し
、
両
側
端
に
二
対
の
切
り
込
み
を
入

れ
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
卒
塔
婆
で
あ
る
。
墨
書
は
全
て

「
大
般
若
心
経
」
又
は

「
大
般
若
心
経
□
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
の
使
用
法
と
し
て
考

え
ら
れ
る
参
考
資
料
と
し
て
、

『修
験
深
秘
行
法
符
児
集
』
十
巻
の
中
の
一
巻

に
項
二
七
と
し
て

「般
若
心
経
の
大
事

玄
井
三
蔵
、
大
聖
文
殊
に
授
く
。

梵
篠
印
。
初
め
摩
詞
よ
り
児
日
に
迫
ぶ
時
、
外
古
印
を
結
ぶ
。

ギ
ャ
テ
ィ
ギ
ャ
テ
ィ
、　
ハ
ラ
ギ
ャ
テ
ォ
、　
ハ
ラ
ソ
ギ
ャ
テ
ィ
ボ
デ
イ
ソ
フ

カ
　
身
地
帝
王
、
立
ち
処
に
身
を
失
ひ
畢
る
。
其
の
時
、
八
度
の
大
般
若

渡
し
畢
る
。」

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
即
ち
、
悪
鬼
王
で
あ
る
身
地
帝
王
を
退
け
る
た
め
に
般

若
心
経
を
八
度
読
む
と
い
う
行
法
が
あ
る
と
い
う
内
容
で
、
当
遺
跡
出
上
の
卒

塔
婆
も
、　
一
度
般
若
心
経
を
真
読
す
る
ご
と
に
一
本
の
卒
塔
婆
を
た
て
、
八
度

で
八
本
の
卒
塔
婆
を
使
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
八
本
の
卒
塔
婆
を
立

て
、
人
形
、
刀
形
、
陽
物
な
ど
も
あ
わ
せ
、
悪
鬼
調
伏
の
祓
い
の
儀
式
が
行
わ

れ
、
終
了
後
に
、
溝
に
祓
い
流
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
は
、
組
合
せ
糸
巻
き
の
横
木
の
一
枚
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
他
に
糸
巻

き
の
枠
木
も

一
本
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
名
称
、
及
び
関
係
参
考
資
料
に
つ
い
て
は
、
水
野
正
好
先
生
か
ら
御

教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

立
山
町
荻
育
委
員
会

『辻
遺
跡
・浦
田
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
（
一
九
八
七
年
）

（北
川
美
佐
子
）
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